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　アフタースクール神代で 3月 30 日、南あわじ市出身のシンガーソング
ライター・堤吉

よし き

輝さんによる音楽プログラムが行われ、児童 9人が参加
しました。
　堤さんは神代小学校の卒業生。児童たちは堤さんの演奏を聞いたり、
リズムに合わせて体を動かしたりしたほか、「春」をテーマにした曲作り
にも挑戦。「桜」や「入学式」など、児童たちが考えた春にまつわる言葉
をもとに堤さんが即興で作詞作曲。完成した曲を全員で歌いました。

「春」を歌に乗せて「春」を歌に乗せて
アフタースクール音楽プログラムアフタースクール音楽プログラム
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定住促進の取り組み定住促進の取り組み

　南あわじ市では、活気あるまちづくりのため、定住促進に関するさまざまな取り組みを行っています。　南あわじ市では、活気あるまちづくりのため、定住促進に関するさまざまな取り組みを行っています。

～人が人をよぶ　南あわじ～～人が人をよぶ　南あわじ～

定住促進の取り組み定住促進の取り組み
問ふるさと創生課☎ 43-5205問ふるさと創生課☎ 43-5205

● 空き家バンク制度
　南あわじ市空き家バンク制度とは、市内にあ
る空き家の売却又は賃貸を希望する所有者等か
らの申込により登録した空き家情報を、市のホー
ムページ等で公開していくことで、移住、定住
等を目的として空き家を利用する希望者に対し
て、情報提供をしていくものです。空き家バン
クの登録は、無料です（一般社団法人兵庫県宅
地建物取引業協会淡路支部の仲介による交渉・
契約となります）。南あわじ市の空き家を利用し
たい方が増加しています。ぜひご検討ください。

● 空き家確保支援事業
　空き家の流通を促すため、利活用可
能な空き家を積極的に空き家バンクに
登録していただくことを目的として実施します。
◆対象者
❶空き家バンク登録を所有者に奨励した自治会等
（下記参照）、または所有者不明等の空き家の
調査を行った宅建業者

❷登記が整理されている空き家の所有者
◆補助額
❶空き家バンク登録 1 件につき５万円
❷空き家バンク登録 1 件につき３万円（※）
　※家財道具の処分や庭木の手入れを指定の

期間に行った場合は、かかった費用を上限
７万円まで別途補助

■自治会への補助が始まりました
ステップ１　【自治会等 → 空き家の所有者等】
　空き家バンク登録制度を奨励
　（制度の紹介・申請書類の交付）
ステップ２　【自治会 → 市役所】
　空き家バンク登録を奨励したことを市に報告
～～空き家バンク登録が済んだら～～
ステップ３　【自治会 → 市役所】
　補助金交付申請手続き 地域の皆さまだからこそ分かる空き家の情報を活用し、

「空き家問題」を地域ぐるみで解決しませんか？

● 定住促進空き家活用支援事業
◆事業内容　市内に所在する空き家を有効に活

用することにより、空き家の解消及び流動化
を図り、都市部の住民に対し、市内への移住
及び定住を促進するために実施

◆対象者　空き家の購入者、または空き家の利
用者で３年以上居住する意思のある人（契約
後１年以内の物件が対象）

◆補助額
❶空き家の機能回復、設備改善に要する費用
　補助率１／３ 上限 100 万円
❷空き家の家財道具等の撤去、処分に要する費用
　補助率１／３ 上限５万円
❸空き家の登記に要する費用
　補助率 10 ／ 10 上限 10 万円
❹空き家への移転（引越）に要する費用
　（島外からの移住者のみ）
　補助率 10 ／ 10 上限 10 万円
※空き家を活用して起業をお考えの人は「起業等

及び空き家等活用支援事業」があります
問商工観光課☎ 43-5221

● 通勤・通学者交通費助成事業
　高速バス等の利用による通勤または通学を奨
励するためその費用の一部を助成することによ
り、定住人口の増加を図り、市の活性化を推進
することを目的としています。
◆対象者　定期券を購入し高速バス等を利用す

る通勤・通学者
◆助成内容
❶島外通勤・通学者
・区間　最寄りの高速バス乗り場から高速舞子

または小鳴門橋まで・岩屋港から明石港まで
・助成率　通勤者は 20％（通勤手当差引後）、

通学者は 30％
❷島内通学者
・区間　最寄りの高速バス乗り場から津名一宮

IC または北淡 IC まで
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助成率　20％

● 奨学金等返済支援事業

※申請受付は６月１日からです

　若者の市外流出を防ぎ、地域を支える若者の
人材を確保するため、奨学金や教育に係る貸付
金を返済しながら働く若者等に対し、返済金の
一部を補助します。所得要件など詳しくはお問
合せください。
◆補助額
　年間返済額の１／２に相当する額と、返済し

た月数×２万円に相当する額を比較し、少な
い方の額。最大 120 万円（60 カ月）

◆対象者
　30 歳未満の若者かつ市内に在住し、働きな

がら奨学金または貸付金の返済を行っている人
（貸付金の返済を行う人が保護者等の場合は、
その保護者）

● 新婚世帯家賃補助
　若者の市内への定住や民間賃貸住宅の活用を
図るため、新婚世帯への家賃補助を行っていま
す。
◆補助額　月額上限 1 万円
◆要件
　婚姻届出日より 4 年以内の申請、夫婦の満年

齢の合計が 80 歳未満、市内の民間賃貸住宅
と契約を締結していること　など
◆交付期間　最大 36 カ月

● 多世代同居・近居支援事業
　南あわじ市への定住促進、多世代同居、近居
を促進することにより、家族の絆の再生や地域
の共助を目的とし、多世代同居・近居をする際
の住宅新築、購入またはリフォーム工事費用の
一部を補助します。
◆補助額
　取得・増改築・リフォームに要する費用
　補助率１／３　上限 100 万円
◆その他　所得など各種要件があります。

● 結婚新生活支援事業
　少子化対策の強化および市内への定住促進を
図るため、新婚世帯が新生活をスタートするに
あたり要した費用の補助を行っています。
◆補助額　最大 60 万円
◆要件
　今年度に婚姻届を受理された夫婦、夫婦とも

に婚姻日において 39 歳以下、世帯の合計所
得額が 500 万円未満　など

◆補助対象経費
　住宅取得費、賃貸住宅の賃借に要した敷金、

礼金、仲介手数料（家賃を除く）、引越費用

● その他
・縁結び事業　　　　　　
　多様な人が交流できる出会いの場を創出
・出産支援事業
　島外の医療機関で妊婦検診等を受け出産する
人に対し通院費用の一部を補助
・介護・看護人材確保対策事業
　市内の介護事業所や病院などに介護・看護職
として就職する人に一時金等を支給
・保育士確保対策事業
　島外から転入し、市内の保育所等に採用され
た保育士を対象に、一時金等を支給

南あわじ市南あわじ市
移住支援サイト移住支援サイト

「住みニコ」「住みニコ」
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行
さ
れ
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憲
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潟
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２
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３
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４
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３
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４
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）
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芳
浩（
松 ▲藤原消防団長

開票結果（敬称略、届出順）
候補者氏名 得票数

岡本 はるき 2,897
太田 やすふみ 9,896
しばた 正洋 1,510

受 けよう、町ぐるみ 健診
問健康課☎43-5218

令和４年度町ぐるみ健診結果に見る
年代別・男女別・地区別の傾向（国民健康保険加入者）

●特定健診 (国民健康保険の40～ 74歳の
　基本健診 )の受診率 43.6%

●受診率の高い地区 ①倭文（緑）　②三原志知　③倭文（三原）

●令和3年からの受診率上昇率の高い地区 ①榎列　②市　③賀集

●過去最高の受診率の地区 津井　潮美台

●69～ 74歳の人の受診率 男女とも40％以上

●59歳未満の人の受診率 30％台

●40～ 44歳の女性の受診率 28.8％

●どなたも受診していない年代 ・倭文（緑）45～ 49歳　・伊加利40～ 44歳
・灘50～ 54歳　　　　　・沼島40～ 49歳

●39歳以下の異常の無い人の割合 14.4%（国民健康保険加入者以外を含む）

● 40～ 74歳の異常の無い人の割合 2.2%

●メタボリックシンドロームが多い地区 男性　①西淡志知　②伊加利　③北阿万
女性　①沼島　　　②阿那賀　③西淡志知

●メタボリックシンドローム予備軍が多い地区 男性　①沼島　　　②湊　　　③三原志知
女性　①松帆　　　②灘　　　③津井・伊加利

●30分以上の運動習慣が無い割合が高い地区 ①榎列　　②倭文（三原）　③北阿万

●おやつの習慣がある割合が高い地区 ①伊加利　②倭文（三原）　③灘

選挙結果
 当日有権者数 37,771
 投票総数 14,870
 投票率 39.37％
 有効投票数 14,303
 無効投票数 567

　令和４年度町ぐるみ健診の結果を見ると、59
歳未満の人の受診率が低く、未受診が目立ってい
ます。「まだまだ若いから」と言っているうちに
重症化する場合もあります。若い時から健診を受
け、健康チェックを続けていくことが大切です。
　毎年健診を受け続ければ年々変わっている体の
変化を知ることができ、より早く異変をキャッチ
できます。健診結果は数年の間の数値を見比べて
みましょう。たとえ、毎年基準値の範囲内であっ
ても数年の間に徐々に異常値に近づいているよう
な場合は注意が必要です。

若いうちから受診を
　40歳以上 74歳以下の人を対象に、特定健康
診査（特定健診・メタボ健診）および特定保健指
導が行われています。
　これは、メタボリックシンドロームにあてはま
る人やそれに近い状態の人に対して適切な情報提
供、栄養や運動などについての保健指導を行うこ
とで、糖尿病や心臓・血管の病気の発症を減らす
ことをめざす取り組みです。早めにリスクを見つ
けて、生活習慣病や心血管疾患を予防しましよう。
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担
当
）

　
　
　
前
川
恵
理

職
員
　
佐
々
木
祐
輔

丸
永
剛
之
、
安
冨
哲
啓

興
津
洋
佑
、
榎
本
小
百
合

山
形
恭
子
、
榎
本
良
一

榎
本
康
孝
、
伊
吹
美
喜
子

笹
山
幸
来
、
福
原
真
里
奈

山
口
明
宏
、
大
亦
宏
明

【
広
報
情
報
課
】

課
長
　
島
田
美
穂

南
あ
わ
じ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

室
長
　
奥
田
泰
大

職
員
　
赤
井
達
弘

前
野
洋
司
、
中
野
尚
美

辻
西
　
敦
、
徳
田
　
剛

喜
田
啓
義
、
白
川
幸
正

山
本
沙
也
香
、
中
島
央
貴

【
ふ
る
さ
と
創
生
課
】

課
長
　
秦
　
伸
行

課
付
課
長
兼
つ
な
が
り
開
発

室
長
　
小
松
律
子

職
員
　
原
坂
泰
子

前
川
恭
範
、
濵
田
直
人

河
崎
裕
美
、
山
下
智
沙

小
川
浩
子
、
並
木
慶
彰

谷
口
太
輔
、
仲
野
隆
行

坂
本
真
望
、
濱
岡
寛
二

近
藤
祐
里
菜
、
曽
根
美
咲

【
う
ず
し
お
世
界
遺
産

推
進
課
】

課
長
（
秦
ふ
る
さ
と
創

生
課
長
兼
務
）

【
市
民
協
働
課
】

課
長
　
田
村
智
巨

課
付
課
長
兼
生
涯
活
躍
推
進

室
長
　
永
田
加
織

職
員
　
吉
田
知
子

居
内
昭
人
、
川
口
智
弘

露
本
和
也
、
近
藤
ひ
か
り

永
樂
大
樹
、
坂
本
和
哉

議
会
事
務
局

事
務
局
長
（
部
長
）

　
　
　
喜
田
憲
和（
再
）

【
議
会
事
務
局
】

課
長
　
三
明
耕
司

職
員
　
田
坂
千
佐
美

磯
見
俊
仁
、
楠
原
靖
人

福
岡
侑
子

総
務
企
画
部

部
長
兼
秘
書
室
長

　
　
　
木 

田
　
博 

仁

部
付
部
長（
企
画
担
当
）

　
　
　
家 

田
　
和 

幸

副
部
長
（
総
務
担
当
）

　
　
　 

中 

村
　
尚 

之

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
統
括
官（
副
部
長
待
遇
）

　
　
　
清 

水
　
亮 

次

【
総
務
課
】

課
長
　（
中
村
総
務
企
画

部
副
部
長
兼
務
）

人
材
・
組
織
開
発
室
長

　
　
　
中
尾
あ
か
ね

職
員
　
井
上
美
奈
子

森
浦
勇
人
、
山
本
克
己

江
本
大
志
、
西
中
衣
里
子

福
井
真
美
、
野
上
典
子

西
久
保
絵
理
、
榎
本
朱
莉

玉
久
保
美
希

【
財
務
課
】

課
長
　
富
山
明
宏

市
職
員
の
配
置

宮
本
史
加
、
吉
田
隼
大

野
田
康
太

危
機
管
理
部

部
長
　
西
岡
　
義
文

【
危
機
管
理
課
】

課
長
　
阿
部
志
郎

職
員
　
白
瀬
由
美

堀
川
昌
志
、
奈
良
雄
規

西
岡
雅
樹
、
上
田
千
春

前
田
　
亮
、
沖
　
冴
紀

塩
田
祐
子
、
赤
坂
俊
彰

藤
井
雄
人

市
民
福
祉
部

部
長（
総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
西 

庄
　
　
登

部
付
部
長（
福
祉
担
当
）

　
　
　
齋 

藤
　
浩 

二

副
部
長
（
環
境
担
当
）
兼

環
境
課
施
設
整
備
室
長

　
　
　
廣 

内
　
繁  

一 
【
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

課
長
　
船
本
有
美

職
員
　
山
野
絵
美

大
上
聡
美
、
雨
堤
知
世

秦
　
優
子
、
安
田
由
美

岩
倉
ゆ
か
り
、
古
川
実
香

土
居
久
代
、
林
　
知
住

原
田
高
行
、
久
保
佑
樹

勢
戸
理
恵
、
興
津
里
香

村
上
奈
々
、
澤
田
若
菜

澤
松
　
知

【
税
務
課
】

課
長
　
助
嶋
　
透

収
納
対
策
室
長

　
　
　
澤
田
晋
吾

職
員
　
松
本
奈
生
子

興
津
育
子
、
川
添
卓
也

河
井
達
雄
（
再
）

奥
野
祥
子
、
溝
口
善
子

職
員
　
善
甫
忠
昭

眞
野
多
江
、
小
島
朋
代

碇
　
真
紀
、
太
田
美
波

【
健
康
課
】

課
長
　
船
本
武
身

職
員
　
譽
田
志
緒
理

西
谷
由
佳
、
前
川
倫
章

安
部
こ
ず
恵
、
澤
田
真
紀

内
原
孝
美
、
小
林
有
美

汐
後
佳
世
子
、
肥
田
理
江

木
場
大
登
、
曽
根
英
次

川
端
佳
奈
、
谷
村
　
愛

冨
岡
愛
咲
花

【
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
】

課
長
　
中
嶋
宏
昭

職
員
　
稲
本
順
也

山
本
高
広
、
清
水
麻
貴

西
村
竜
也

赤
松
裕
子
（
再
）

生
田
ひ
か
る
、
荒
木
柳
子

辻
村
智
子
、
樫
野
尚
子

谷
　
奈
南
、
木
田
結
月

産
業
建
設
部

部
長
（
農
林
・
農
地
・

総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
和
田
昌
治（
再
）

部
付
部
長（
商
工
観
光
・

水
産
・
教
育
連
携
担
当
）

　
　
　
川
上
洋
介（
再
）

部
付
部
長
（
建
設
・
下

水
道
担
当
）　
　
　
　

　
　
　
首 

藤
　
健  

一

万
博
・
観
光
戦
略
統
括

官
（
部
長
待
遇
）

　
　
　
吉
村
文
章（
任
）

副
部
長
（
建
築
技
術
・

都
市
政
策
担
当
）

　
　
　
井 
上
　
拓 

也

【
商
工
観
光
課
】

課
長
　
山
形
さ
ゆ
り（
再
）

課
付
課
長
兼
万
博
・
観

光
戦
略
室
長
　

　
　
　
土
居
正
典
　

職
員
　
東
　
和
幸

林
　
　
誠
、
前
川
正
英

武
市
知
也
、
中
川
達
也

阿
部
沙
織
、
大
原
有
香

柏
木
綾
乃
、
印
部
舞
凜

【
農
林
振
興
課
】

課
長
　
栄
井
賢
次

資
源
循
環
推
進
室
長
　

　
　
　
前
川
祥
一

鳥
獣
対
策
室
長

　
　
　
杉
本
年
美

職
員
　
山
﨑
千
和
紀

野
上
恒
史
、
濟
藤
貴
志

廣
瀬
成
史
、
阿
在
祐
輔

砂
川
貴
弘
、
坂
本
大
樹

多
田
雄
哉
、
秦
　
誓
竜

【
水
産
振
興
課
】

課
長
　
興
津
武
秀

職
員
　
庄
田
光
男

向
井
　
聡
、
中
谷
麗
子

村
上
遥
南

【
食
の
拠
点
推
進
課
】

課
長
（
興
津
水
産
振
興

課
長
兼
務
）

職
員
　
土
井
孝
行

【
農
地
整
備
課
】

課
長
（
土
地
・
水
関
連

先
端
技
術
担
当
）

　
　
　
前
田
有
治

職
員
　
高
田
智
之

小
林
智
幸
、
深
川
雄
次

池
本
達
哉
、
浦
﨑
基
代

小
丸
明
子
、
宮
本
勇
輝

中
谷
　
晃
、
島
田
智
章

大
原
圭
史
、
岡
本
直
樹

小
西
琢
也
、
中
原
　
歩

別
所
魁
晟
、
広
地
唯
愛

【
建
設
課
】

課
長
　
郷
　
佳
広

職
員
　
村
上
雅
文

髙
瀬
真
弓
、
彦
坂
和
宏

森
　
正
和
、
古
川
祥
司

印
部
泰
男
、
田
村
大
輔

相
原
吉
孝
、
増
井
一
馬

須
方
駿
介
、
榎
本
大
希

伊
吹
涼
太
、
鷲
塚
維
織

【
都
市
政
策
室
】

部
付
課
長
兼
都
市
政
策

室
長
　
土
井
　
勤

職
員
　
福
岡
　
武

高
野
晴
充

稲
本
幸
児
（
再
）

雨
堤
剛
史
、
谷
口
賢
太
郎

田
中
哲
平

【
建
築
技
術
室
】

部
付
課
長
兼
建
築
技
術

室
長
　
榎
勢
陽 

一

職
員
　
松
本
廣
明（
任
）

清
水
信
彰
、
角
所
亮
史

近
江
佐
栄
子
、
國
中
唯
人

【
下
水
道
課
】

課
長
　
新
地
重
幸

職
員
　
三
宅
哲
也

魚
谷
英
生
、
大
濵
　
貢

川
添
雅
弘
、
浦
﨑
健
次

長
谷
川
亮
治
（
再
）

倉
本
雅
文
（
再
）

原
田
弥
生
、
千
川
佳
奈

武
田
知
香
、
児
嶋
勇
典

大
石
泰
也

会
計
課

会
計
管
理
者（
副
部
長
）

兼
課
長

　
　
　
森 

山
　
雅 

生

市

長

　
　

守
　
本
　
憲
　
弘

副
市
長

　
　

馬
　
部
　
総
一
郎

教
育
長

　
　

浅
　
井
　
伸
　
行

職
員
　
中
村
紀
美

土
居
真
夕
、
川
上
佐
永
子

久
保
友
紀
子

教
育
委
員
会

教
育
次
長
（
部
長
）（
学
ぶ

楽
し
さ
日
本
一
推
進
担
当
）

　
　
　
福 

田
　
龍 

八

教
育
次
長
補（
副
部
長
）

　
　
　
上 

原
　
　 

泉

【
教
育
総
務
課
】

課
長
　
秀
　
充
浩

職
員
　
森
崎
研
一

佐
々
木
友
美
、
正
木
充
穂

大
西
重
三
子
、
土
居
祐
介

山
口
実
富
雄

【
学
校
教
育
課
】

課
長（
上
原
教
育
次
長
補
兼
務
）

職
員
　
白
木
誠
一

大
濵
さ
お
り
、
浜
田
啓
久

居
神
さ
ゆ
り
、
瓶
井
彰
人

新
地
美
里
、
田
渕
翔
太

西
東
直
輝

【
社
会
教
育
課
】

課
長
　
山
家
光
泰

職
員
　
眞
野
匡
史

奥
野
大
輔
、
佐
藤
秀
明

仲
山
和
史
（
再
）

岡
内
優
貴
、
西
野
実
希

竹
内
ま
り
の

【
体
育
青
少
年
課
】

課
長
　
阿
萬
野
真
司

職
員
　
柏
木
映
理
子

前
谷
光
宣
、
西
岡
幸
子

辛
川
　
文
、
冨
山
裕
貴

横
山
留
依
、
島
田
新
太

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
（
課
長
）

　
　
　
榎
本
　
新

書
記
　
三
谷
香
名

斉
藤
浩
平
、
足
立
達
矢

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）（
榎

本
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長
兼
務
）

職
員
（
選
挙
管
理
委
員

会
三
谷
・
斉
藤
・
足
立

兼
務
）

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）

　
　
　
松
山
　
勤

職
員
　
榎
本
寛
子

細
川
智
佳
子
、
内
山
賢
一

出
先
機
関

【
沼
島
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
沼
島
出
張
所
・

沼
島
地
区
公
民
館
）】

所
長
兼
館
長

　
　
　
山
見
嘉
啓（
再
）

職
員
　
船
越
直
子

増
田
賢
司

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
田
村
市
民
協
働

課
長
兼
務
）

【
下
水
放
流
施
設
】

所
長（
堀
環
境
課
長
兼
務
）

職
員
　
山
田
雅
文

別
所
正
俊
、
東
　
大
輔

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長
　
山
﨑
あ
け
み

職
員
　
藤
本
裕
美

西
　
明
子

田
村
佐
代
子
（
再
）

小
池
こ
こ
ろ
、
惠
比
須
彩

安
居
理
加
、
中
田
真
由

山
下
咲
希
、
出
田
百
華

【
倭
文
保
育
園
】

所
長
　
谷
田
リ
カ

職
員
　
奥
野
み
の
り

波
戸
樹
里
、
坂
本
幹
太

【
榎
列
保
育
所
】

所
長
　
鯉
森
あ
ず
さ

職
員
　
本
田
　
睦（
再
）

山
崎
育
子
、
上
田
千
加

喜
田
さ
つ
き

山
口
由
加
子
（
再
）

前
田
美
悠
紀
、
安
田
遥
香

【
八
木
保
育
所
】

所
長
　
久
井
和
美

職
員
　
山
下
園
加

砂
尾
珠
美

藤
本
純
子
（
再
）

小
林
沙
矢
香
、
原
田
祐
理
花

【
神
代
保
育
所
】

所
長
　
奥
村
裕
子

職
員
　
土
居
美
帆

向
登
志
光

藤
江
朝
子
（
再
）

大
川
美
穂
、
林
　
眞
輝

椿
野
有
唯

【
志
知
保
育
所
】

所
長
　
森
下
さ
お
り

職
員
　
近
藤
知
加
子

山
口
美
保
子
（
再
）

継
木
孝
衣

【
賀
集
保
育
所
】

所
長
　
中
田
叶
江

職
員
　
藤
井
奈
美

佐
藤
　
航

南
　
雅
子
（
再
）

石
井
真
由
美
（
再
）

深
川
紗
知
代
、
落
合
有
寿
加

山
﨑
有
羽

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
川
崎
貴
子

職
員
　
田
村
恵
奈

白
瀬
奈
央
、
柴
折
春
奈

【
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
西
尾
美
由
紀

職
員
　
北
川
の
ぞ
み

田
浦
新
太
郎

宗
田
幸
恵
（
再
）

松
野
紗
希
、
金
谷
緋
音

【
市
こ
ど
も
園
】

園
長
　
森
本
美
代
子

職
員
　
向
　
洋
美

釜
谷
里
香
、
江
本
裕
美
子

土
居
祐
未
、
赤
松
由
香

齋
藤
夢
加
、
東
　
彩
香

森
本
明
日
香

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長
　
田
中
利
佳

職
員
　
池
尻
真
希

川
上
千
裕

【
湊
幼
稚
園
】

園
長
　
森
い
つ
み

職
員
　
沖
　
　
香

太
田
千
香
子
（
再
）

川
淵
　
唯

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長
　
欅
田
由
香

職
員
　
阿
部
麻
祐
子

奥
村
里
奈

【
児
童
館
】

館
長
（
中
嶋
子
育
て
ゆ

め
る
ん
課
長
兼
務
）

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長
　
大
鐘
稔
彦（
会
）

職
員
　
齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長
　
宮
﨑
美
枝（
会
）

出
田
美
由
紀
、
榎
本
孝
太
郎

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

課
長
　
濱
田
成
章

職
員
　
榎
本
裕
文

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】

課
長
　
加
野
泰
生

【
洲
本
市
・
南
あ
わ
じ

市
衛
生
事
務
組
合
】

職
員
　
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
】

職
員
　
松
﨑
宏
美

【
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
】

課
長
　
柴
田
泰
子

職
員
　
柏
木
真
樹

【
一
般
財
団
法
人
地
域

総
合
整
備
財
団
】

職
員
　
大
谷
悠
人

【
一
般
財
団
法
人
淡
路

島
く
に
う
み
協
会
】

職
員
　
松
本
潤
子

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

令
和
５
年
３
月
31
日
付

退
職
者
は
次
の
通
り
。

稲
本
幸
児
、
仲
山
和
史

谷
口
伸
治
、
赤
松
裕
子

本
田
　
睦
、
石
井
真
由
美

玉
久
保
透
、
佐
藤
佳
史

廣
瀬
ち
さ
、
板
野
あ
ゆ
美

大
西
隆
光
、
白
瀬
美
和

粂
川
義
雅
、
香
井
裕
大
郎

山
川
朋
恵

【
国
か
ら
の
派
遣
期
間

が
満
了
す
る
者
】

勝
見
　
哲
、
早
津
紫
希

【
兵
庫
県
か
ら
の
派
遣

期
間
が
満
了
す
る
者
】

長
尾
通
稔

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

藤
本
佳
幸

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長
（
山
家
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
山
口
江
美

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
阿
萬
野
体
育
青

少
年
課
長
兼
務
）

職
員
　
原
　
匡
宏

【
文
化
体
育
館
】

館
長
（
阿
萬
野
体
育
青

少
年
課
長
兼
務
）

職
員
　
中
野
富
美
子（
再
）

江
本
典
隆

派
遣
職
員
等

【
経
済
産
業
省
】

職
員
　
松
崎
彩
加

【
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り

部
営
繕
課
】

職
員
　
古
川
善
基

【
淡
路
県
民
局
交
流
渦

潮
室
交
流
渦
潮
課
】

職
員
　
向
所
明
日
美

土
井
絢
賀
、
小
阪
脩
人

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員
　
居
内
裕
樹

橋
本
知
佳

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

木
事
務
所
】

職
員
　
増
田
敦
大

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

課
長
　
上
田 

一 

路

　
　
　
東
根
崇
弘

職
員
　
原
坂
浩
司

田
村
文
明
、
萩
山
能
宏

田
中
章
次
（
再
）

的
崎
義
彦
、
酒
部
美
里

職
員
　
位
高
千
秋

河
辺
史
子

【
沼
島
診
療
所
】

所
長
　
横
山
龍
治

職
員
　
川
口
明
代

【
南
淡
路
農
業
公
園
】

所
長
　
出
口
佳
宏

【
中
央
公
民
館
】

館
長
　
郷
野
仁
史

職
員
　
前
田
直
樹

釣
島
章
継
、
本
田
和
也

福
田
晃
久
、
田
中
か
お
り

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長
　
森
崎
重
夫

職
員
　
澤
内
未
喜
子

姥
谷
和
彦
（
再
）

原
　
雅
世
（
再
）

山
本
八
千
代
（
再
）

島
田
幸
嗣
（
再
）

喜
多
し
げ
み
（
再
）

平
山
　
晃
（
再
）

田
浦
丈
二
、
木
田
和
秀

山
口
英
明

【
西
淡
中
学
校
】

職
員
　
斉
藤
　
薫

【
市
立
図
書
館
】

館
長
（
山
家
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
安
田
文
子

古
川
浩
司
（
再
）

河
野
沙
織

【
玉
青
館
】

館
長
（
山
家
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
的
崎
　
薫

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長
（
山
家
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
山
崎
裕
司

6677

市政ひろば市政ひろば市政ひろば

（再）＝再任用職員、（任）＝特定任期付職員・任期付職員、（会）＝会計年度任用職員（再）＝再任用職員、（任）＝特定任期付職員・任期付職員、（会）＝会計年度任用職員
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木き

だ田
　
結ゆ
づ
き月

（
一
般
）

子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

笑
顔
を
忘
れ
ず
市
民
の

方
々
に
寄
り
添
え
る
職
員

を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

土ど

い井
　
愛あ
い
な生

（
一
般
）

税
務
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
成
長
し
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

野の

だ田
　
康こ

う
た太

（
一
般
）

市
民
協
働
課

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
日
々
努
め
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

曽そ

ね根
　
美み
さ
き咲

（
一
般
）

ふ
る
さ
と
創
生
課

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

澤さ
わ
ま
つ松

　
知と
も

（
一
般
）

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ま
に
頼
ら
れ
る
職
員

に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

冨と
み
お
か岡

　
愛あ

さ

か
咲
花（
一
般
）

健
康
課

ス
ポ
ー
ツ
で
の
経
験
を
生

か
し
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。

柴し
ば
た田

　
渉し
ょ
う（

一
般
）

長
寿
・
保
険
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

印い
ん
べ部

　
舞ま
り
ん凜

（
一
般
）

商
工
観
光
課

南
あ
わ
じ
市
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

伊い
ぶ
き吹

　
涼り
ょ
う
た太

（
一
般
）

建
設
課

南
あ
わ
じ
市
で
の
暮
ら
し

が
快
適
に
な
る
よ
う
に
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

大お
お
い
し石

　
泰や
す
な
り也

（
一
般
）

下
水
道
課

職
員
と
し
て
、
自
己
研
鑽

を
怠
ら
ず
、
市
の
発
展
に

尽
力
し
ま
す
。

山や
ま
さ
き﨑

　
有ゆ

う羽
（
保
育
士
）

賀
集
保
育
所

子
ど
も
の
笑
顔
・
個
性
を

大
切
に
し
、
子
ど
も
の
目

線
に
立
つ
保
育
を
心
が
け

ま
す
。

池い
け
だ田

　
舞ま
い
か花

（
保
育
士
）

子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

子
ど
も
た
ち
の
発
見
や
興

味
を
大
切
に
し
、
共
に
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

東あ
ず
ま　
彩あ
や
か香

（
保
育
教
諭
）

市
こ
ど
も
園

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
し
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
、

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

坂さ
か
も
と本

　
幹か

ん
た太

（
保
育
士
）

倭
文
保
育
園

職
員
と
し
て
、
ま
た
一
人

の
市
民
と
し
て
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

西さ
い
と
う東

　
直な
お
き輝

（
一
般
）

学
校
教
育
課

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

南
あ
わ
じ
市
の
た
め
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
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農学部新入生の受け入れ
　4 月3日、高梁キャンパスにて入学宣誓式を行いました。
　今年度、農学部では地域創成農学科に 39 人、新た
に新設された海洋水産生物学科に 37 人が入学しました。
ここ数年、新型コロナウイルス感染症拡大によって高梁
キャンパスでの入学式は見送られていましたが、4 年ぶり
に高梁での実施となりました。3 つのキャンパスの新入生
が一堂に集まり、農学部の学生も良い刺激を受けた 1 日
になったと思います。

農学部新入生農学部新入生

　4 月 6 日に授業がスタートし、キャンパス内に賑わいが
戻ってきました。今年度は新学科設立もあり、沢山の学
生が 4 年間、南あわじ市で生活をします。市民の皆さま
と学生がより良い関係を築き上げ、南あわじ市の発展に
寄与できればと感じております。今後ともご指導のほどよ
ろしくお願いします。
問同大南あわじ志知キャンパス事務室☎ 42-4700

窓口サービスのさらなる向上を目指して

　平成 29 年の市長就任後、取り組んだことの一つが、
庁舎の 1階の各窓口を統合した総合窓口センターの
設置です。利用者の皆さまが、各種証明書の発行は
もとより、出生からお亡くなりになるまで、さまざ
まな手続きを出来るだけ、一つの窓口で行っていた
だけるようにしていこうと始めたものです。
　市役所はなんとなく入りづらい、正面玄関を入れ
ばたくさんの情報にあふれ、どちらに進めばいいの
かわからない、などのお声を伺うこともあります。
そういった懸念を少しでも解消するため、フロアマ
ネージャーが皆さまをお迎えし、目的にあった窓口
をご案内するなどの対応をさせていただいています。
　また、窓口ご利用の皆さまから、待ち時間が長い、
わかりづらいという声もいただいておりました。こ
れに対しては継続的に事務処理の効率化に努めるほ
か、窓口で受付番号を発券し混雑状況をモニターで
お知らせするシステムを導入ました。さらに混雑状
況のWEB配信を行うことにより、事前に混雑状況
をご確認いただいた上で市役所にお越しいただけ、

待ち時間の短縮にも役立ちます。なお、WEB配信は
当広報紙裏表紙の二次元コードからご利用いただけ
ます。
　窓口では、来庁される皆さまの目的に沿ったわか
りやすい説明ができるよう努めています。職員の対
応へのお褒めの言葉をいただくことも多くなってき
ましたが、一方でお叱りのご意見をいただくことも
あります。窓口対応の一層の向上を目指して、例え
ば窓口のやり取りを録音させていただき、それを確
認しながら窓口対応能力の向上を図っていくことな
ども検討しています。その場合、音声データの情報
管理やセキュリティ面も十分検討する必要がありま
すが、窓口の対応能力向上は利用者の皆さまへのサー
ビス向上に直結します。引き続き技術の進歩も取り
入れつつ改善を進めてまいります。
　また、マイナンバーカードの普及率も本市では全
国平均を上回っています。マイナンバーカードを利
用いただくことで、一部証明書を除いて住民票や印
鑑証明などが取得でき、コンビニにおいては 23 時ま
で、市内 21 箇所の市民交流センター、市役所１階に
おいては窓口にお座りいただくことなく取得が可能
になっています。手数料も 100 円安くなっています
のでぜひご利用ください。
　マイナンバーカードを利用したオンライン化の検
討も含め、きめ細かく市民の皆さまのニーズに応え
られるよう窓口サービスの充実をめざしてまいりま
す。ご利用の際にお気づきの点がございましたら、
ぜひご意見箱などを通じてお聞かせください。

南あわじ市長 守本 憲弘

令和５年度  新規採用職員の紹介
※一般＝一般行政職
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入会説明会のご案内
日時　❶ 5 月 10 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 5 月 24 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

　
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
（
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
は
令
和
５
年
３
月

１
日
ま
で
）
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
申
請
し
た
人
が
申
込
み
で

き
る
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２

弾
（
最
大
２
０
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
）

の
申
込
期
限
が
、
令
和
５
年
９
月

末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
し
込
み

で
き
る
ほ
か
、
市
役
所
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設
ブ
ー
ス
」

で
も
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
設
ブ
ー
ス

▽
時
間　
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階

▽
開
設
窓
口　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
申
請
受
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
第
２
弾
申
込
支
援

▽
ポ
イ
ン
ト
申
込
時
に
持
参

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号
（
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗
証

番
号
）

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
Ｉ
Ｄ
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
（
ポ
イ
ン

ト
を
入
れ
た
い
カ
ー
ド
・
ア
プ

リ
）

・
通
帳
な
ど
口
座
情
報
が
分
か
る

も
の

お知
らせ

マイナポイントの
申込期間延長

問総合窓口センター☎ 43-5212
　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
拡

充
し
、
高
校
生
世
代
（
18
歳
到
達

日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
医
療
費
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

　
対
象
者
の
保
険
診
療
に
か
か
る

通
院
お
よ
び
入
院
費
の
自
己
負
担

分
を
全
額
助
成
。
５
月
下
旬
に
平

成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
高
校
生
世
代
の

該
当
者
宛
て
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
健
康
保
険
証
の
写
し

を
添
え
て
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
沼
島
出
張
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

所
得
の
審
査
後
、
対
象
と
な
っ

た
人
に
は
６
月
下
旬
に
「
こ
ど
も

医
療
費
受
給
者
証
」
を
郵
送
し
ま

す
。

所
得
制
限　
保
護
者
（
父
・
母
）

ま
た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の

市
民
税
所
得
割
額
の
合
計
が

23
万
５
千
円
未
満
（
住
宅
借
入

金
等
税
額
特
別
控
除
、
寄
附
金

税
額
控
除
お
よ
び
ふ
る
さ
と
納

税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
控
除
適
用
前

の
額
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

お知
らせ

７月１日～ 高校生世代も
医療費が無償に

問長寿・保険課☎ 43-5257

春
開
始
接
種
（
５
月
～
８
月
）

　
初
回
接
種
を
終
了
し
、
３
カ
月

以
上
経
過
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、
医
療

従
事
者
・
介
護
従
事
者
な
ど
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン（
フ

ァ
イ
ザ
ー
社
製
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ

社
製
）
を
１
回
接
種
で
き
ま
す
。

秋
開
始
接
種
（
９
月
以
降
）

　
初
回
接
種
を
終
了
し
た
５
歳
以

上
の
人
は
、
１
回
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
使
用
す
る
ワ
ク

チ
ン
は
未
定
）

※
初
回
接
種
は
、
令
和
６
年
３
月

末
ま
で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

※
接
種
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま

す
◆
接
種
に
伴
う
効
果
お
よ
び
リ
ス

ク
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働

省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
Ｑ

＆
Ａ
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い

お知
らせ

新型コロナワクチン接種

問健康課☎ 43-5218

問南あわじ市同ワクチン接種コールセンター
☎ 43-5671

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
が

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

対
象　
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
（
学
校
教
育

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限

が
１
年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す

る
学
生
等
で
、
前
年
の
所
得
が
基

準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
等
の
理

由
が
あ
る
人

所
得
の
目
安　
１
２
８
万
円
＋｛（
扶

養
親
族
等
の
数
）
×
38
万
円
｝
＋

社
会
保
険
料
控
除
等
で
計
算
し
た

額
以
下

※
昨
年
度
に
同
制
度
を
利
用
し
今
年

度
も
同
じ
学
校
に
引
き
続
き
在
学

す
る
人
は
、
４
月
初
め
に
届
い
た

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

も
手
続
き
が
で
き
ま
す

◆
明
石
年
金
事
務
所
出
張
相
談

▽
日
時　
６
月
22
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
５
月
23
日（
火
）～ 

▽
受
付
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

問
明
石
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

お知
らせ

学生のための保険料納付猶予制度
「国民年金保険料学生納付特例制度」のご案内

問総合窓口センター☎ 43-5212

◆
不
妊
治
療
ペ
ア
検
査
助
成
金

▽
対
象
者　
次
の
❶
～
❺
の
要
件
す

べ
て
を
満
た
す
人
❶
婚
姻
し
て
い

る
夫
婦
（
事
実
婚
含
む
）
で
検
査

期
間
・
申
請
日
に
市
内
に
居
住
❷

検
査
初
日
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未

満
❸
過
去
に
助
成
金
を
受
け
て
い

な
い
❹
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら

助
成
金
を
受
け
て
い
な
い
❺
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
助
成
額　
夫
婦
１
組
に
つ
き
医
療

保
険
適
用
外
の
検
査
費
用
対
象
経

費
の
７
割
（
上
限
５
万
円
）

▽
必
要
書
類　
受
診
等
証
明
書
・
領

収
書
等

◆
不
育
症
治
療
等
支
援
事
業

▽
対
象
者　
次
の
❶
～
❺
の
要
件
す

べ
て
を
満
た
す
人
❶
婚
姻
し
て
い

る
夫
婦
で
治
療
等
受
け
た
期
間
・

申
請
日
に
市
内
に
居
住
❷
治
療
等

を
受
け
た
期
間
の
初
日
の
妻
の
年

齢
が
43
歳
未
満
❸
２
回
以
上
の
流

産
、
死
産
ま
た
は
早
期
新
生
児
死

亡
の
既
往
歴
が
あ
る
と
医
師
に
診

断
さ
れ
て
い
る
❹
他
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
助
成
金
を
受
け
て
い
な

い
❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
助
成
額　
医
療
保
険
適
用
外
の
治

療
費
用
の
５
割
・
検
査
費
用
の
７

割
▽
必
要
書
類　
受
診
等
証
明
書
・
領

収
書
等

お知
らせ

４月１日から所得制限がなくなりました
不妊治療ペア検査・不育症治療に助成金を支給します

問健康課☎ 43-5218

会計年度任用職員の募集
1業務内容2勤務時間3要件4募集人数
5賃金6申込方法7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください

※任用形態によって併願できない場合があります

保育士・認定こども園保育教諭
1保育所・認定こども園での保育および指導2平日午前７時～

午後７時までのうち７時間（応相談）3保育士資格および幼稚

園教諭免許、普通自動車運転免許4若干名5月額 150,929

円（賞与あり）6履歴書に写真を貼り、資格証等の写しを添え

て申込先へ持参または郵送7随時募集8子育てゆめるん課☎

43-5219

調理員
1保育所・認定こども園での調理に関する業務、主任補助等2

平日午前 8 時 30 分～午後 3 時 30 分（１日６時間）3調理師

免許、普通自動車運転免許4若干名5時給 992 円 6履歴書

に写真を貼り、資格証等の写しを添えて申込先へ持参または郵

送7随時募集8子育てゆめるん課☎ 43-5219
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案内
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アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
将
来
の

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
若
者
を
応

援
し
、
南
あ
わ
じ
市
と
の
つ
な
が

り
や
郷
土
愛
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
特
産
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

家
族
や
お
知
り
合
い
に
も
ぜ
ひ
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
４
月
１
日
時
点
で
年
齢
が
18
歳

～
21
歳
（
平
成
13
年
４
月
２

日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
人

・
本
市
出
身
で
、
住
民
票
異
動
に

関
わ
ら
ず
、
国
内
か
つ
淡
路
島

外
に
居
住
し
て
い
る
人 

な
ど

申
請
方
法　
電
子
申
請
ま
た
は
郵

送
申
請
期
間　
５
月
15
日（
月
）～
令

和
６
年
１
月
31
日（
水
）

特
産
品
の
お
届
け
方
法　
特
産
物

通
販
サ
イ
ト
「
南
あ
わ
じ
マ
ル

シ
ェ
」
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
５
０
０
０
円
分
を
付
与
し
ま

す
の
で
、
ご
自
身
で
特
産
品
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。
後
日
、
取

扱
事
業
者
か
ら
特
産
品
を
お
届

け
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

お知
らせ

島外で頑張る若者を特産品で応援
若者ふるさと応援便

問ふるさと創生課☎ 43-5205
　
市
内
で
は
、
昨
年
の
梅
雨
以
降

の
降
水
量
が
例
年
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
三
原
川
水
系
の
ダ

ム
の
貯
水
位
は
過
去
最
低
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
三
原
川
水
系
の
ダ

ム
の
水
は
、
水
道
水
や
農
業
用
水

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
天

候
次
第
で
は
深
刻
な
状
況
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
水
の
安
定
給
水
お
よ
び

稲
作
に
お
け
る
水
源
確
保
の
た
め

に
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

水
位
低
下
が
著
し
い
ダ
ム

　
牛
内
ダ
ム
、
大
日
ダ
ム
、
成
相

ダ
ム
、
北
富
士
ダ
ム

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団

　
☎
42
・
５
８
９
６

問
成
相
川
水
系
水
利
用
協
議
会
・

牛
内
ダ
ム
放
流
意
見
交
換
会

（
事
務
局
：
洲
本
土
木
事
務

所
）
☎
26
・
２
０
５
７

節水にご協力ください

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
を

応
援
す
る
事
業
の
紹
介
動
画
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

◆
60
歳
か
ら
で
き
る
仕
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
探
し
の
方
必
見
。
市

内
の
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
の
様
子
を

収
録
し
て
い
ま
す

※
動
画
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い

※
動
画
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
（
申
込
先
／
生

涯
活
躍
推
進
室
窓
口
・
各
地
区

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

～
60
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
へ
～

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

説
明
会
・
相
談
会

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
も
い
や

り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
活
用
し
て
あ

な
た
の
力
と
経
験
を
社
会
の
中
で
生

か
し
ま
せ
ん
か
。
週
１
回
な
ど
ご
自

身
の
ペ
ー
ス
で
活
動
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
24
日（
水
）

　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　
松
帆
地
区
公
民
館

　
ま
す
ま
す
元
気
に
、

　
　
　
　
い
き
い
き
活
躍

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

高
齢
者
等
元
気
活
躍

推
進
事
業
メ
イ
ン
ペ

ー
ジ

お知
らせ

高齢者等元気活躍推進事業
高齢者等元気活躍推進事業「啓発動画」配信中

「おもいやりポイント」説明会・相談会 問生涯活躍推進室☎ 43-5244（市民協働課内）

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
１
２
０
・
３
３
３
・
８
５
７

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
10
時

～
午
後
７
時

◆
平
日
の
火
曜
日
と
金
曜
日
は
、

市
役
所
本
館
1
階
ロ
ビ
ー
で

開
設
し
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

ス
マ
ホ
講
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
内
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
主

催
す
る
ス
マ
ホ
講
習
会
に
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。
対
象
人
数
は
４
～

10
人
程
度
、
１
回
１
２
０
分
以
内

で
す
。
開
催
予
定
日
の
１
カ
月
前

ま
で
に
広
報
情
報
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

お知
らせ

スマホの困りごと解決をお手伝い
今月のスマホ出張相談窓口

　
国
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を

利
用
し
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の

行
政
手
続
き
の
一
部
を
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

※
一
部
、
面
談
等
が
必
要
な
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
し
な
い
手
続

き
や
、
申
請
期
間
が
指
定
さ
れ
て

い
る
手
続
き
が
あ
り
ま
す

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
取

が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

内
「
手
続
の
検

索
・
電
子
申
請
」

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

お知
らせ

「ぴったりサービス」で
行政手続きができます

問広報情報課☎ 43-5206問広報情報課☎ 43-5206

お知
らせ

対
象
と
な
る
免
許
・
資
格

・
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

※
普
通
自
動
車
免
許
取
得
経
費
は
対

象
外

・
中
型
、
大
型
自
動
車
運
転
免
許

※
準
中
型
自
動
車
免
許
取
得
経
費
と

比
較
し
て
少
な
い
方
が
対
象

・
Ａ
Ｔ
限
定
解
除
（
普
通
Ａ
Ｔ
、
準

中
型
５
㌧
Ａ
Ｔ
、中
型
８
㌧
Ａ
Ｔ
）

・
車
両
系
建
設
機
械
の
運
転
技
能
講

習
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械
の
運

転
特
別
教
育
（
整
地
、
運
搬
、
積

込
用
お
よ
び
掘
削
用
、
解
体
用
）

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
２
（
上
限
15
万
円
）

※
免
許
等
取
得
前
に
申
請
が
必
要

消防団員の免許取得費用を
補助します

問危機管理課☎ 43-5203

問淡路広域水道企業団☎ 42-5896

▽
業
務
内
容　
学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど

▽
業
務
時
間　
平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
３
時
（
応
相
談
）

▽
業
務
場
所　
体
育
青
少
年
課

▽
要
件　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

持
ち
運
転
が
で
き
る
・
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る

▽
募
集
人
数　
１
人

▽
謝
金　
１
時
間
９
８
０
円

▽
申
込
方
法　
履
歴
書
を
体
育
青
少

年
課
へ
提
出

▽
選
考
方
法　
６
月
に
面
接
を
実
施

▽
申
込
締
切　
５
月
31
日（
水
）

学校支援地域本部
地域コーディネーター

問体育青少年課☎ 43-5234

募集

平常時満水位から平常時満水位から
約 17 ｍ低下約 17 ｍ低下

日　程 場　所

５月 10 日（水） 湊地区公民館

５月 17 日（水） 榎列公民館

５月 24 日（水） 津井地区公民館

５月 31 日（水） 沼島地区公民館

※窓口ではスマホミニ講座も実施中

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！ しろあり・羽アリ群飛中 !!
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軽自動車税・・・・・・・・【全　期】
（種　別　割） 　 　  　　　　　　　　

固定資産税・・・・・・・・【 1 期】

自動車税（種別割）

問税務課☎43-5213

問洲本県税事務所☎26-2032

納期限は５月31日（水）納期限は５月31日（水）

　
集
積
場
所
へ
の
ご
み
出
し
が
難

し
く
、
親
族
や
近
隣
の
人
な
ど
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
、
ご
み

を
玄
関
先
な
ど
で
収
集
し
ま
す
。

利
用
対
象
者　
市
内
の
単
身
世
帯

（
同
居
す
る
人
が
高
齢
な
ど
の

理
由
に
よ
り
ご
み
出
し
が
困
難

な
世
帯
を
含
む
）
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
❶
概
ね

65
歳
以
上
で
、
要
支
援
認
定
ま

た
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お

り
、
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い

る
人
❷
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

養
手
帳
も
し
く
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

有
し
て
い
る
人
ま
た
は
難
病
患

者
で
、
居
宅
介
護
を
利
用
し
て

い
る
人

申
請
方
法　
本
人
ま
た
は
家
族
か

ら
申
請
書
を
提
出
（
支
援
専
門

員
等
に
よ
る
提
出
代
行
可
）

※
介
護
保
険
被
保
険
者
証（
写
し
）

等
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
内
容
が
わ

か
る
も
の
の
添
付
が
必
要

※
後
日
、
本
人
と
家
族
な
ど
立
ち

会
い
の
も
と
面
談
と
現
況
調
査

を
行
い
、
ご
み
出
し
場
所
の
確

認
を
行
い
ま
す

利
用
料　
無
料

お知
らせ

「ごみ出し」に
困っていませんか？

問環境課☎ 43-5214

◆
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
交
通
費

　
実
費
負
担
補
助
事
業

　
島
外
の
指
定
訪
問
入
浴
事
業
所

が
提
供
す
る
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に

支
払
う
交
通
費
実
費
負
担
分
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

介
護
保
険
法
に
定
め
る
保
険
給

付
を
受
け
て
お
り
、
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人

補
助
金
の
額　
島
外
の
指
定
訪
問

入
浴
事
業
所
に
支
払
っ
た
交
通

費
実
費
負
担
額
の
う
ち
、
サ
ー

ビ
ス
１
回
当
た
り
の
支
払
金
額

に
対
す
る
２
分
の
１
と
７
５
０

円
と
を
比
較
し
て
少
な
い
方
の

額
※
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
月
当
た

り
４
回
分
を
限
度
と
し
ま
す

申
請
方
法　

４
月
以
降
の
利
用

で
、
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る

人
へ
は
、
長
寿
・
保
険
課
か
ら

申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。
申

請
書
兼
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
、
初
回
の
み
請
求
明
細
書

と
領
収
書
の
写
し
を
添
付
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お知
らせ

訪問入浴サービス利用時の
交通費を補助します

問長寿・保険課☎ 43-5217
　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
等

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動

車
は
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
普
通
自
動
車
の
減
免

を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

※
普
通
自
動
車
の
減
免
を
申
請
す

る
人
は
、洲
本
県
税
事
務
所（
☎

26
・
２
０
３
２
）
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

申
請
に
つ
い
て

▽
必
要
な
も
の

❶
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

❷
車
検
証

❸
運
転
者
の
運
転
免
許
証

▽
提
出
先　
税
務
課

▽
提
出
期
限　
５
月
31
日（
水
）

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
た
人

　
申
請
内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば

郵
送
し
て
い
る「
継
続
用
申
請
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
と
異
な
る
場
合
は
新
規

の
手
続
き
が
必
要
で
す

お知
らせ

軽自動車税の減免の受付は
５月末までです

問税務課☎ 43-5213

◆
「
護
海
袋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

　
レ
ジ
袋
と
し
て
利
用
し
た
あ
と
市

指
定
の
ご
み
袋
と
し
て
燃
え
る
ご
み

が
出
せ
る
袋
で
、海
に
流
出
さ
せ
ず
、

ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
お
買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
と
し
て

購
入
し
、
商
品
を
持
ち
帰
っ
た
後
は

市
指
定
の
燃
え
る
ご
み
袋
と
し
て
使

用
で
き
ま
す
。

※
日
頃
利
用
し
て
い
る
ご
み
集
積
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

袋
の
容
量　
25
㍑

袋
の
価
格　
１
枚
あ
た
り
20
円
（
希

望
小
売
価
格
）

取
扱
店
舗　
一
部
の
市
指
定
ご
み
袋

販
売
店

取
扱
開
始
時
期　
５
月
か
ら

※
市
役
所
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

お知
らせ

「これ以上海にごみを出さない」護
ご み ぶ く ろ

海袋プロジェクト
 ▶ 日本財団「海と日本プロジェクト・Change for the Blue」に賛同
 ▶ ひょうご瀬戸内ごみゼロ青年団と連携 問環境課☎ 43-5214

ごみ袋にもなるレジ袋の
「護海袋」

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます
■淡路三原ロータリークラブから、創立 60 周年
を記念して櫂

かい

の木２本とAED１台を寄付いた
だきました。櫂の木は淡路ファームパークイン
グランドの丘の「国生みの館」前に同クラブの
会員が植樹。AEDは西淡グラウンドに設置し、
有効活用します。

■南あわじ交通安全協会か
ら、４月に市内の小中学
校に入学する子どもたちを
交通事故から守ろうと、新
入生 763 人分の夜光反射
材を寄付いただきました。 夜光反射材

イングランドの丘に植
樹された櫂の木

西淡グラウンドに設
置したAED

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

こどもの日 小学生５０円乗車キャンペーン
路線バスでおでかけしよう！

　島内の対象路線でオトクにバスに乗っていただけ
るキャンペーンを実施します。
日程　５月５日（金・祝）
対象者と運賃　小児（小学生）１乗車50円、同伴の大
人１乗車100円

対象路線　淡路交通の縦貫線・由良線・鳥飼線・都志
線・長田線全線、南あわじ市・洲本市のコミュティバ
ス全路線

問市民協働課☎43-5244
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▽
場
所　

❶
市
役
所
本
館
１
階
❷

湊
地
区
公
民
館

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助

　
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー
プ
等

の
地
域
団
体
が
行
う
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

▽
補
助
金
額　

１
カ
所
12
万
円

（
上
限
）

▽
応
募
締
切　

９
月
29
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
の

交
流
派
遣
団
体
募
集

　

国
内
の
姉
妹
都
市
ま
た
は
友
好

市
町
と
の
友
好
親
善
を
通
じ
て
各

市
町
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た

め
、交
流
事
業
を
実
施
す
る
各
種

団
体
に
対
し
派
遣
費
用
を
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

所
在
地
お
よ
び
活

動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、小
学

校
就
学
年
齢
以
上
の
市
民
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町　

新
ひ

品
受
付
箱
を
設
置
し
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
の
ガ
ー
ラ
ン
ド

づ
く
り
講
座

▽
内
容　

草
木
染
の
羊
毛
や
木
の

実
で
自
然
素
材
に
触
れ
る
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
ア
ー
ト

▽
日
時　

５
月
27
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
持
ち
物　
ハ
サ
ミ

▽
材
料
費　

１
０
０
０
円

▽
定
員　

10
人

❷
心
と
体
に
や
さ
し
い
健
康
体
操

講
座

▽
内
容　

家
で
気
軽
に
で
き
る
運

動
で
フ
レ
イ
ル
予
防
と
季
節
の

健
康
リ
ス
ク
対
策

▽
日
時　

５
月
28
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
持
ち
物　
マ
ッ
ト（
バ
ス
タ
オ
ル

可
）・
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル・
飲
み
物

▽
定
員　

15
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

５
月
13
日（
土
）

※
土
日
の
受
付
可
・
月
曜
日
休
館

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６　
　
　

 　

た
に
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。中
学

２
年
生
が
、実
社
会
に
飛
び
込
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
体
験
を
し
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
日
程

　

❶
三
原
中
学
校

　
　

５
月
15
日（
月
）～
19
日（
金
）

　

❷
南
淡
中
・
沼
島
中
学
校

　
　

５
月
22
日（
月
）～
26
日（
金
）

　

❸
広
田
中
学
校

　
　

６
月
12
日（
月
）～
16
日（
金
）

　

❹
西
淡
中
学
校

　
　

９
月
４
日（
月
）～
８
日（
金
）

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

児
童
福
祉
週
間

「
小
さ
な
て　
み
ん
な
で
は
ぐ

く
み　
育
て
て
く
」

　

毎
年
５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の

日
」か
ら
１
週
間
は「
児
童
福
祉
週

間
」で
す
。家
庭
で
の
親
子
の
ふ
れ

あ
い
や
地
域
で
の
子
ど
も
の
健
全

育
成
、児
童
虐
待
問
題
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

は
、家
庭
児
童
相
談
室
で
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
43
・
５
２
３
９

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

　

令
和
５
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験

の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご

を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
事
業　

環
境
美

化
、地
域
住
民
の
健
康
増
進
、防

犯
、防
災
ま
た
は
交
通
安
全
、子

ど
も
・
青
少
年
の
健
全
育
成
、高

齢
者
の
見
守
り
、歴
史
文
化
の
継

承
、地
域
住
民
の
交
流
促
進
な
ど

▽
補
助
金
額　

団
体
を
構
成
す

る
単
位
自
治
会
の
世
帯
数
×

１
５
０
円
以
内

▽
申
請
期
限　

５
月
31
日（
水
）

※
申
請
方
法
等
、詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

　

総
務
大
臣
か
ら
次
の
３
人
が
４

月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
国
の
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
相
談
を
広
く
聞
き
、
相

談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•
髙
田
末
子
さ
ん
（
倭
文
）

•
高
川
欣
士
さ
ん
（
潮
美
台
）

•
藤
本
政
春
さ
ん
（
松
帆
）

※
市
で
は
、行
政
相
談
所
を
奇
数

月
に
開
設
し
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に

ご
協
力
を
！

　
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」で
新

16 16 1717

で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
25
日（
木
）

市
役
所
本
館
１
階

▽【
随
時
】阿
那
賀
団
地

　

１
戸
、Ａ
‐
２
棟
３
０
２
号
、３
Ｄ

Ｋ（
単
身
不
可
）、平
成
２
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
８
３
０
０
円

～
３
万
５
９
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き
月

額
２
５
０
０
円

※
現
在
の
応
募
状
況
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

問
都
市
政
策
室
☎
43
・
５
２
２
７

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
補
充
受
付
に
つ
い
て

　

令
和
５
・
６
・
７
年
度
に
南
あ

わ
じ
市
が
行
う
競
争
入
札
（
建
設

工
事
・
コ
ン
サ
ル
・
物
品
役
務
）

に
参
加
を
希
望
す
る
人
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
補
充
受
付
を

行
い
ま
す
。

▽
申
込
締
切　

６
月
14
日（
水
）

▽
提
出
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
電
子
申
請

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　
２
戸
、C
棟
１
号
・
C
棟
４
号
、３

Ｄ
Ｋ（
単
身
不
可
）、平
成
16
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
２
９
０
０

円
～
４
万
６
８
０
０
円（
共
益

費
別
途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ

き
月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付
き

５
０
０
０
円
）

▽
広
田
住
宅

　

１
戸
、A
棟
２
０
３
号
、２

Ｄ
Ｋ（
条
件
付
単
身
可
）
、

平
成
27
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
１
万
９
７
０
０
円
～

３
万
８
６
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き
月

額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間　

５
月
17
日（
水
）ま

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
財
務
課
☎
43
・
５
２
１
０

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
推
薦

▽
候
補
者
の
要
件

　

長
年（
概
ね
20
年
以
上
）地
域
で

幅
広
く
公
共
の
た
め
に
活
躍
し

た
人
で
、70
歳
以
上
の
人
な
ど

▽
推
薦
方
法

・
推
薦
者
１
人
、賛
同
者
２
人
に

よ
り
推
薦（
と
も
に
20
歳
以
上
）

・
自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族

関
係
に
あ
る
人
の
推
薦
は
不
可

・
推
薦
書
を
担
当
窓
口
ま
で
郵
送

問
内
閣
府
賞
勲
局
一
般
推
薦
担
当

　

☎
03
・
３
５
８
１
・
２
８
６
８

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
野

菜
・
果
物
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出
荷
物

を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市（
淡
路
島
）

を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
日
時　

５
月
13
日（
土
）の
午

前
11
時
と
午
後
２
時
～
、24
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午

後
７
時
30
分
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▽
実
施
期
間　

　

５
月
11
日（
木
）～
20
日（
土
）

▽
運
動
の
重
点
項
目

❶
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

❷
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と

安
全
運
転
意
識
の
向
上

❸
自
転
車
の
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
と
交

通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　

年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、全
自
然
災
害
対
象
で
す
。半
壊

以
上
で
再
建
の
場
合
６
０
０
万
円

給
付
。他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
。

▽
日
時　

❶
５
月
９
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
３
時
❷
５
月
19
日

（
金
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時

だ
か
町（
北
海
道
）、平
取
町（
北

海
道
）、葛
巻
町（
岩
手
県
）、

大
野
市（
福
井
県
）、糸
魚
川
市

（
新
潟
県
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
時
期　

令
和

６
年
３
月
31
日（
日
）ま
で

▽
申
込
締
切　

５
月
31
日（
水
）

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
補
助

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
少
年
少
女

育
成
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
事

業
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

申
請
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
主
催
す
る
教
室
・
講

習
会
、
交
流
事
業
等

▽
補
助
金
額　

対
象
経
費
の
50
％

以
内
も
し
く
は
上
限
10
万
円

▽
申
込
期
限　
５
月
31
日（
水
）

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

南
あ
わ
じ
市
選
手
派
遣
補
助

　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
選

手
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。（
限
度
額
あ
り
）

▽
対
象
事
業　

地
区
な
ど
の
予
選

を
経
て
出
場
す
る
全
国
ま
た
は

近
畿
以
上
の
大
会（
小
学
生
の

大
会
は
県
大
会
も
対
象
）

▽
対
象
経
費　

交
通
費

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

地
域
女
性
団
体
活
動
補
助　

　

市
内
の
女
性
団
体
が
自
主
的
に

実
践
す
る
事
業
に
対
し
、
補
助
金

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

案
内
し
ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
試
験（
淡
路
島
内
）

▽
試
験
日　

７
月
１
日（
土
）　

▽
内
容　

わ
な
猟

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館 

▽
申
込
期
間　

５
月
15
日（
月
）か

　
ら
６
月
２
日（
金
）ま
で

※
別
日
程
で
島
外
開
催
も
あ
り
ま

　

す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

鳥
獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
。狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

す
る
人
を
対
象
に
し
た
知
識
お
よ

び
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習
会

も
開
催
予
定
で
す
。

問
（
試
験
）
淡
路
県
民
局
森
林
課 

　

☎
26
・
２
１
０
４

　

（
講
習
会
）
県
猟
友
会

　

☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
デ
イ

（
今
月
の
食
品
の
寄
付
受
付
日
）

　

ご
家
庭
な
ど
で
眠
っ
て
い
る
食

品
・
食
材
を
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
29
日（
月
）、30
日

（
火
）、31
日（
水
）の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、中
央
公
民
館
、

福
良
地
区
公
民
館

▽
提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　

お
米
、乾
麺
、缶
詰
、イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品
、調
味

料
、お
菓
子
な
ど

※
南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会
が
食

お
知
ら
せ

催
　
し
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談
、専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必

要
な
栄
養
指
導
な
ど

▽
日
時　

５
月
８
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
要
否
相

談
会

▽
日
程　

❶
５
月
23
日（
火
）❷
５

月
25
日（
木
）

▽
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

洲
本
税
務
署

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

洲
本
税
務
署
☎
24
・１
５
９
３

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

▽
申
込
締
切　

５
月
21
日（
日
）

▽
申
込
先

　
南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
協
会（
藤
村
）

　

☎
０
９
０
・
１
０
２
７・
０
５
９
１

レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
時　

５
月
28
日（
日
）

▽
場
所　

ス
プ
リ
ン
グ
ゴ
ル
フ
＆

　

ア
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
淡
路

▽
費
用　

参
加
料
１
５
０
０
円
、ゴ

　
ル
フ
場
使
用
料
１
万
１
０
０
０
円

▽
申
込
先

　

南
あ
わ
じ
市
ゴル
フ
協
会（
堤
）　

　

☎
０
９
０
・
８
６
５
８
・
２
１
３
５

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

５
月
14
日（
日
）

▽
内
容　

さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
、

カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
の
花
摘
み
、
お
花

の
手
浴
、
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」、「
傾
城
阿
波

の
鳴
門 

順
礼
歌
の
段
」、「
東
海

道
中
膝
栗
毛 

赤
坂
並
木
の
段
」、

「
戎
舞
＋プ
ラ
ス
」、「
淡
路
人
形
座
え

え
と
こ
ど
り 

或
る
夜
の
段
」、バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、人
形
解
説

◆
定
時
公
演　
午
前
10
時
、午
前

▽
講
師　

城
郭
研
究
家 

本
岡
勇

一
氏

▽
日
付　

５
月
13
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か　

▽
定
員　

20
人　

▽
参
加
費　

５
０
０
円

▽
申
込
方
法　

住
所
、氏
名
、連
絡

先
を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　
　

　

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

　
F

　

42
・
３
８
０
６

第
２
２
８
回
神
代
天
体
観
測
会

「
上
弦
の
月
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

５
月
28
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

若
者
就
労
相
談（
要
予
約
）

▽
対
象　

仕
事
に
就
い
て
い
な
い

15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に
悩

み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

５
月
24
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

18181919

南
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ふ
れ
あ

い
卓
球
大
会

▽
日
程　

５
月
28
日（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
種
目　

団
体
戦
、D
・
S
・
S（
男

女
フ
リ
ー
）

▽
参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切 　

５
月
19
日（
金
）

▽
申
込
先　

三
原
健
康
広
場　

　

F
　

42
・
５
６
３
０

問
南
あ
わ
じ
市
卓
球
協
会（
奈
良
）

☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

　
ペ
タ
ン
ク
体
験
教
室　

▽
日
程　

５
月
５
日
（
金
・
祝
）

　

午
後
２
時

▽
場
所　

灘
漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
内
容
　
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
、
寄

せ
方
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

▽
対
象　

初
心
者

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
先　

南
あ
わ
じ
市
ペ
タ
ン

ク
協
会
（
村
上
）
　

　

☎
０
９
０
・
５
１
３
３
・
１
６
７
９

　
　

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
教
室

▽
日
時　

６
月
～
令
和
６
年
３
月

の
金
曜
日
、午
後
８
時
～
10
時

▽
場
所　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
参
加
費　

月
２
０
０
０
円

▽
対
象　

高
校
生
以
上

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

６
月
１
日
の「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」に
あ
わ
せ
、特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。人
権
擁
護
委

員
が
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や

相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
１
日（
木
）　

　

午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、福
良
地
区
公
民

館
問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

　

市
内
在
住
で
経
済
的
な
問
題
な

ど
で
生
活
に
お
困
り
の
人（
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分
、午

後
３
時

◆
５
月
の
休
館
日　

８
日（
月
）、

10
日（
水
）、17
日（
水
）、18
日

（
木
）、24
日（
水
）、31
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
「
御ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ

所
桜
堀
川
夜よ

う
ち討 

弁べ
ん
け
い
じ
ょ
う
し

慶
上
使
の
段
」、だ
ん
じ
り
唄

「
御
所
」に
も
な
っ
た
弁
慶
・
お

わ
さ
・
娘
の
信し
の
ぶ夫
な
ど
を
展
示

◆
第
31
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
７
日（
日
）ま
で

◆
三
原
中
学
校
郷
土
部
・
南
淡
中

学
校
郷
土
芸
能
部 

創
部
40
周

年
記
念
展

▽
期
間　

10
月
末
頃
ま
で

▽
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
保
存
伝
承
に

取
組
む
部
活
動
の
歩
み
を
展
示

◆
土
文
芸　
淡
路
雑
俳
展（
淡
路

雅
交
会
）

▽
期
間　

５
月
11
日（
木
）～
７
月

23
日（
日
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

南
あ
わ
じ
市
指
定
文
化
財
お

披
露
目
展
‒
令
和
４
年
度
新

指
定
‒

　

新
た
に
市
の
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
た
３
件
の
有
形
文
化
財
を

展
示
し
ま
す
。普
段
目
に
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
財
を
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

羽
柴
秀
吉
に
よ
る
禁
制

書
、十
二
神
将
立
像
、六
鈴
五
獣

鏡
▽
期
間　
５
月
28
日（
日
）ま
で

▽
場
所　

滝
川
記
念
美
術
館 

玉

青
館

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

ど
う
た
く
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

❶
ど
う
た
く
デ
コ

▽
内
容　

ど
う
た
く
型
の
イ
ン
テ

リ
ア
を
作
り
ま
す
。

▽
日
程　

５
月
７
日（
日
）

❷
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鋳
造
体
験

▽
内
容　

松
帆
銅
鐸
の
製
法
は

「
鋳
造
」と
よ
ば
れ
て
お
り
、そ

の
手
法
を
体
験
し
ま
す
。

▽
日
程　

５
月
21
日（
日
）

❶
・
❷
共
通

▽
時
間　

❶
午
前
10
時
～
❷
午
前

11
時
～
❸
午
後
１
時
～
❹
午
後

２
時
～
❺
午
後
３
時
～

▽
場
所　

滝
川
記
念
美
術
館 

玉

青
館

▽
定
員　

各
回
先
着
８
人　

▽
参
加
費　

５
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

歴
史
市
民
講
座「
淡
路
島
と
海

洋
国
家
の
成
り
立
ち
」

　

淡
路
島
に
は
た
く
さ
ん
の「
お

城
」が
あ
り
ま
す
。お
城
と
い
う
視

点
か
ら
地
域
の
歴
史
を
学
び
ま

す
。

催
　
し

司
法
書
士
会
に
よ
る
相
談

▽
内
容　

登
記
・
成
年
後
見
・
法

律
相
談

▽
日
時　

５
月
17
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時（
１
人
30
分
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

武
田
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
25
・
３
２
３
０

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
相
談

▽
日
時　

５
月
24
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

兵
庫
県

建
築
士
事
務
所
協
会
淡
路
支
部

（
長
次
設
計
）☎
22
・
１
９
７
６

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

食
品
表
示
に
関
す
る
相

て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、

具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職（
２
年
以
内
）な
ど
に
よ
り

住
居
を
失
っ
た
人
、ま
た
は
失
う

恐
れ
の
高
い
人
に
就
職
に
向
け

た
活
動
等
を
条
件
と
し
て
一
定

期
間
、家
賃
相
当
額
を
支
給
し

ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
希
望
者
の
募
集

▽
内
容　

　

仕
事
や
起
業
、資
格
取
得
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希

望
す
る
女
性
の
た
め
の
無
料
個

別
相
談（
木
曜
日
の
み
一
時
保

育
あ
り
）

▽
日
時　

５
月
11
日（
木
）、18
日

（
木
）、25
日（
木
）、27
日（
土
）

　

❶
午
前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～

❸
正
午
～

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー（
神
戸
市
中
央
区
東

川
崎
町
１
‐
１
‐
３
神
戸
ク
リ

ス
タ
ル
タ
ワ
ー
７
階
）

▽
相
談
員　

　

女
性
相
談
員（
社
会
保
険
労
務

士
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
）

▽
申
込
み　

予
約
専
用
番
号

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▽
日
時　

５
月
９
日（
火
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
教
育
相
談
窓
口
☎
22
・
４
１
５
２

　

市民無料法律相談市民無料法律相談（要予約・先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　9日（火）・25日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244

行政相談行政相談（要予約）
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　１１日（木）13:30～15:00
◆場所　中央公民館
問市民協働課☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）
◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　20日（土）10:00～13:00
◆申込締切　16日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問ふるさと創生課☎43-5205

ハローワーク洲本による巡回相談ハローワーク洲本による巡回相談
◆内容　職業相談および職業紹介
◆対象者　生活保護受給者、児童扶養手
　当受給者、住居確保給付金受給者およ
　び生活困窮者自立支援事業による支援
　を受けている人
◆日時　９日（火）11：00～15：00
◆場所　市役所本館
※事前申込が必要、先着３人
問福祉課☎43-5216

農地相談農地相談（要予約・先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　26日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236

高齢者虐待・認知症相談高齢者虐待・認知症相談
◆日時　平日の8：30～17：15
◆相談　地域包括支援室
　　　　☎43-5237

ひとり親家庭相談ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦の相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　家庭児童相談室☎43-5239

５月の無料相談

相
　
談

文
化
・
ま
な
び
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※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジでも番組の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

問広報情報課南あわじ
プロモーション室
☎43-5201

さんさんネット
コミュニティチャンネル
５月番組の見どころ

　 撮 っ て お き ☆ 　
毎週月曜日 ８：00 更新
■ 時間　８：00 ～、13：00 ～、20：00 ～
５月１日（月）～７日（日）

・第９回南あわじ市舞踊の会 その②（全２回）
　【出演団体】藤の会～淡路伝統芸能研究会

　 さ ん さ ん ニ ュ ー ス 　
月曜日～金曜日 ７：30 更新
■ 時間　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、
　 　　 19：30 ～、22：30 ～

５月の休館日
毎週月曜日
31 日（水）月末整理日

問市立図書館☎53-0234
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は
　　土曜日も17時まで

みんなの図書館
今月のおすすめ本

　新学期が始まって、「朝は
余裕がなくて大忙し」など
お悩みの人へ…子どもたち
の朝の困り事あるあるを描
いたSNSで人気の漫画に、
Q&A形式で適切なアドバ
イスが載っています。忙しい
朝の時間が少しでも楽にな
ればという著者の願いがこ
もった一冊です。朝の「困っ
た…」が「得意！」に変わる！

華井 由利奈／著
（光文社）

　ひとり暮らしは“できて当
たり前”ではありません。住
まいから、食、身だしなみ、お
金、防犯、人間関係、メンタル
ケアまで、ひとり暮らしが“し
んどくなる“原因に注目し、
こころがラクになる暮らし
方を紹介します。ひとり暮ら
しに役立つ情報がイラスト
付きで載っている暮らしの
ガイドブックです。

いで あい／著、成田 奈緒子／監修
（メイツ出版）

朝が得意になる朝が得意になる
スゴい習慣スゴい習慣

　約４万人の人生を変えて
きた人気テーブルマナー研
究家が「マナーからにじみ出
る教養」について説く一冊
です。世界各国の料理のマ
ナーに触れつつ、文化や民
族性から考える「相手への
心遣い」「他国の食文化への
敬意」、「世界を変える食の
本当の大切さ」についてひも
解きます。

小倉 朋子／著
（ＳＢクリエイティブ）

教養としての教養としての
テーブルマナーテーブルマナー

「ひとり暮らし」「ひとり暮らし」
ハンドブックハンドブック

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
12
日
・
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

男
子
Ａ
ク
ラ
ス
＝
①
船
木
茂
浩
・

三
宅
孝
幸
②
大
継
佳
典
・
水
谷
成

更
③
西
岡
大
登
・
後
藤
充
弘

男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
＝
①
原
一
智
・
栗

林
要
介
②
溝
渕
健
三
郎
・
藤
村
啓

治
③
宮
本
末
次
・
入
口
正
士

女
子
Ａ
ク
ラ
ス
＝
①
大
學
京
子
・

出
嶋
理
恵
②
西
岡
美
保
・
長
瀬
美

香女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
＝
①
服
部
美
和
・

玉
久
保
佳
代
②
坂
本
裕
子
・
坂
本

留
菜

　
南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ
い
卓
球

大
会
（
３
月
19
日
・
三
原
健
康
広
場
）

団
体
１
部
＝
①
Ｒａ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ
︲
Ｒ

②
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
③
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ

③
Ｒａｓｃａ
ｌ
︲
Ｈ

団
体
２
部
＝
②
Ｋｓ

団
体
３
部
＝
①
賀
集
卓
球
ク
ラ
ブ

︲
Ａ
②
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
③
西
淡
月

曜★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上

を
対
象
。
主
催
者
お
よ
び
関
係
者

か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
掲
載

　　　
19３

シリ
ーズ

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

　東海道中膝栗毛は、江戸時代の東海道旅行の
実状を記録した十返舎一九の滑稽本をベース
にした物語です。題名にある「膝栗毛」とは、徒
歩で旅行をすることの意味で、行く先々の土地
の風俗を交えて面白可笑しく描かれています。
二人の珍道中をどうぞお楽しみください。　
※公演日程は、淡路人形座ホームページをご確認
ください

「
東と

う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ
く
り
げ
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　研究室で作る培養肉や工
場で生産される代替肉など、
最新の科学技術を使った新
しい食べものが続々と誕生
し、昆虫食など新しいたん
ぱく質にも注目が集まって
います。フードテックの世界
を通して、食糧問題を考えま
す。さあ、未来の食べものを
考える旅へと、一緒にでかけ
ていきましょう！

石川 信一／監修、清水 洋美／著
（汐文社）

どうなるの？どうなるの？
未来の食べもの未来の食べもの

図書館蔵書検索ページ
ログインして予
約もできます。二
次元コードから
ご利用ください。

ピノキオのおはなし会
毎週日曜日

10：30～11：00

５月８日（月）

・知っ得！ええ農情報
　～牧草の種類と栽培管理について～
５月10日（水）
・ゆめるんセンター　
　こどもの日の製作をしよう！

５月15日（月）

・写真工房～フォトリエ～『春』

たまねぎソングたまねぎソング
「おにおんリング」誕生「おにおんリング」誕生

　３月 21 日、美菜恋来屋でバイオリニストの
益子侑さんが作曲したたまねぎソング「おに
おんリング」のお披露目会がありました。素敵
な歌声と子どもたちのかわいらしいダンスが、
訪れた人たちを楽しませていました。今後、南
あわじ市において、淡路島のたまねぎの PR
にこの楽曲が使用されます。

わたしたちが取材におうかがいします！

取材・撮影のご協力、いつもありがとうございます。
広報情報課南あわじプロモーション室
ケーブルテレビ担当
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    ５５月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

11 木 10：10 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 市役所本館

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

３日（水） 日 笠 久 美 医師 瀧 川　卓 医師

４日（木） 西口　弘 医師 穀 内 勇 夫 医師

５日（金） 村 野 謙 一 医師 畑 田 卓 也 医師

７日（日） 横 山 龍 治 医師 日 笠 久 美 医師

14日（日） 富 本 喜 文 医師 橋 田 友 孝 医師

21日（日） 守 本 圭 希 医師 福 原 正 博 医師

28日（日） 瀧川　卓 医師 宮 﨑 美 枝 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定、ここ
ろの相談など

16 火  ９：00 ～ 10：30
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
日 曜日 受付時間 場所

25 木 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

10 水 14：00 ～ 15：00 中央公民館２階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

28 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

22 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

10 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ5年1月生） 26 金

南あわじ市　
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ４年12月生） 25 木

育児相談 （Ｒ４年10月生） 23 火

10カ月児健康診査 （Ｒ４年７月生） 19 金

 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ３年10月生） 2 火

２歳児育児相談 （Ｒ２年10月生） 10 水

３歳児健康診査 （Ｒ１年12月生） 12 金

就学前５歳児健康診査
（Ｈ30年5月生） 15 月

遊びの教室（予約制） 11 木

発達支援相談（予約制） 11 木

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします
※新型コロナウイルスの検査はでき

ません

新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎078-362-9980（受付時間：土日祝日含む24時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

発熱等があれば、まずは電話で相談を
発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずはかかりつけ
医等に電話で相談してください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場合は、以下窓口へ相談してください。

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療

◆ ブレスト・アウェアネス ◆
　（乳房を意識する生活習慣）
　自分の乳房の状態に日ごろから関心を持って生
活することで、以前と違う変化に気づきやすくな
り、乳がんの早期発見・早期治療につながります。

ブレスト・アウェアネスの４つのポイント
①乳房の状態を知る
　入浴やシャワーの時、着替えの時、ちょっとした機会

に自分の乳房を見て、触って、感じてみましょう。石
鹸を付けてなで洗いするのもいいでしょう。

②乳房の変化に気をつける
　普段の乳房の状態を知ることで、初めて変化に気が

付きます。しこりを探すのではなく、「いつもと変わ
りがないかな」という気持ちで取り組みましょう。

≪変化として注意するポイント≫
　しこり、皮膚のくびれや引きつれ、乳頭からの分泌物、

乳頭や乳輪のびらん など
③変化に気が付いたらすぐ医師に相談する
　大丈夫だろうと安易に自己判断することなく専門医の

診察を受けましょう。
④40歳を過ぎたら2年に１回乳がん検診を受ける

ブレスト・アウェアネスと検診で乳がんの早期発見をブレスト・アウェアネスと検診で乳がんの早期発見を

　乳がんは女性に一番多いがんで、40 ～ 60 代をピー 
クに発症や死亡が増加しており、日本人女性の約９人
に１人が生涯で乳がんにかかる危険があります。
　乳がんは子育てや介護、仕事など女性として一番忙
しい時期にかかりやすい病気です。忙しい生活の中で
も、自分自身の健康を意識し、定期的にチェックする
習慣を身につけることが大切です。

新生児の聴覚検査費を助成します

　聴覚障害の早期発見・早期療育を目的として、新
生児の聴覚検査費用の一部を助成します。
対象者　
　令和５年４月１日以降に生まれた新生児
助成額　
　聴覚検査に要した費用（上限５千円）
助成方法　
①協力医療機関で受診した場合
　妊娠届時に交付された助成券を医療機関に提出
②協力医療機関以外で受診した場合
　自己負担した聴覚検査の費用が分かる領収書等と

未使用の助成券を添えて、健康課へ申請。後日償
還払い。
問健康課☎43-5218

南あわじ市乳がん検診

　対象者全員に４月初旬に受診票を送付しています。
受診対象者

40 歳以上の女性で、令和６年４月１日現在におい
て偶数年齢の人、および 41 歳の無料クーポン対
象の人

日程　令和６年３月30日（土）まで
検診項目

問診・視触診・マンモグラフィー（乳房 X 線検査）
検診料金

40 歳以上偶数年齢女性…1,700 円
41 歳…無料

※受診年齢に達していなくても、乳房にしこりや異
常を感じたら専門の医療機関を受診しましょう
問健康課☎43-5218

問健康課☎43-5218

※詳しくは市ホームページをご覧く
ださい

　「乳がん検診を受けていますか」
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子子育育てて広広場場 月月

　優しく暖かな陽の光の中、こいのぼりが５月のさ
わやかな風に乗って、子どもたちの成長を見守って
くれています。センターや広場で元気いっぱいの
びのびと遊びましょう！

令和５年４月10日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※４月号の正解は『観光』 。45通の応募がありました

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 　５月 15 日（月）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

2525 2424

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口●人　口  44,795人44,795人（前月比-201人）（前月比-201人）
　    （男）　    （男）  21,598人21,598人（前月比-96人）（前月比-96人）
　    （女）　    （女）  23,197人23,197人（前月比-105人）（前月比-105人）
●世帯数 19,836世帯●世帯数 19,836世帯（前月比（前月比++13世帯）13世帯）
※令和５年※令和５年44月月１１日現在日現在

５５

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

髙須　悠造（洲本市）

濱本　裕也（阿　万）

大庫　滉平（八　木）

南出　太雅（八　木）

川上　友輔（広　田）

松井　志帆（広　田）

安部巴留奈（神　代）

原口愛朱加（八　木）

松本　　悠（福　良）

武田　瑞紀（洲本市）

３ 月 14 日

３ 月 18 日

３ 月 21 日

３ 月 22 日

３ 月 28 日

結婚

佐古　武雄

溝口　作子

川口ゆり子

新﨑和加子

井本　隆男

溝淵	 昇

桑島	 彩

佃　　拓也

居上きよ子

阿那賀

福 良

賀 集

津 井

広 田

松 帆

榎 列

福 良

賀 集

75

82

96

94

96

91

35

85

90

３ 月 23 日

３ 月 23 日

３ 月 25 日

３ 月 27 日

３ 月 28 日

３ 月 28 日

３ 月 30 日

３ 月 31 日

４ 月 １ 日

木下かず子

正木　清男

藤本　一二

三善　カヤ

栁本　喜美

中田　弘子

稲井まさの	

久井　崇司

倭 文

北阿万

神 代

北阿万

松 帆

賀 集

賀 集

神 代

88

88

93

88

101

89

96

91

４ 月 １ 日

４ 月 １ 日

４ 月 ３ 日

４ 月 ４ 日

４ 月 ５ 日

４ 月 ６ 日

４ 月 ７ 日

４ 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

並木　幸子

大住千代子

村知未千代	

山口　笑子

三善　文夫

太田　啓一

安田	 肇

藤井　幸子

古池　保雄

阿那賀

松 帆

灘

松 帆

北阿万

榎 列

北阿万

広 田

福 良

76

97

91

94

93

87

86

92

89

２ 月 12 日

３ 月 14 日

３ 月 16 日

３ 月 16 日

３ 月 18 日

３ 月 19 日

３ 月 19 日

３ 月 21 日

３ 月 21 日

死亡

●出前ひろば （ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30
　※４つの出前ひろばは、どこでも参加できます

ひろば名 開設日 場所
みどり 10,17,19,26,31 南あわじ市保健センター

せいだん 2,9,11,16,18,23,25 湊地区公民館

みはら 2,9,18,23,25,30 働く婦人の家

なんだん 10,12,17,19,24,26,31 福良地区公民館

●ゆめるんセンター （平日9：00～15：30）
　（ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター
・いつ来ても、いつ帰ってもOK♪
　お気軽に遊びに来てくださいね。
・赤ちゃんは、体重・身長測定できます。

４月11日（火） 出前ひろば（みはら）

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。

※４月 20 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

　南あわじ市と鳴門市で
は、海の幸や両市の特
産品を生かしたご当地料
理「うずの幸グルメ」の
PRに取り組んでいます。
うずの幸グルメは、鳴門海峡近海の魚介類●種類
以上と両市の特産品が使用されています。
　●に入る数字をお答えください。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 27 頁）

●年齢別ひろば　※要申込
ひろば名 開催日 時間 内容等

りす 30日（火） 10:30～

足形アート
場所　ゆめるんセンター
持参　はさみ、のり、顔写真
　　　新聞紙、カラーペン、
　　　ウェットティッシュ

うさぎ 24日（水） 10:00～
あつまれ！うさぎひろば
場所　南あわじ市保健セン
　　　ター

ぞう 16日（火） 10:00～ あつまれ！ぞうひろば
場所　働く婦人の家

ひよこ 　R5.4.2 ～ R6.4.1生まれ
りす 　R4.4.2 ～ R5.4.1生まれ

うさぎ 　R3.4.2 ～ R4.4.1生まれ
ぞう 　R2.4.2 ～ R3.4.1生まれ

  ●今年度の年齢別ひろばの区分

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

乙井　斎
いつき

生

北野　心
みこと

都

原　　舜
しゅんき

樹

赤松　渚
なぎと

杜

木下　鳴
なると

斗

小谷英
え り か

里香

藤江　奏
かなは

羽

上出　景
けいじ

士

野口　結
ゆ な

菜

押田　陽
はると

翔

谷　　紬
つむぎ

希

中田　結
ゆづは

葉

木下　　碧
あお

興津　旺
おうき

季

松井　陽
ひなの

音

男

女

男

男

男

女

男

男

女

男

女

女

男

男

女

大 将

文 章

巧 樹

京 悟

優 輔

謙 二

吉 弘

幸 一

英 洋

和 也

健 司

碩 紀

孝 幸

友 也

彰 吾

賀 集

広 田

広 田

広 田

市

志 知

市

松 帆

八 木

八 木

八 木

榎 列

神 代

市

松原市

３月 10 日

３月 10 日

３月 10 日

３月 13 日

３月 15 日

３月 17 日

３月 18 日

３月 21 日

３月 21 日

３月 25 日

３月 25 日

３月 26 日

３月 27 日

３月 28 日

４ 月 ３ 日

出生

●今月の催し　※要申込、詳細はお問い合わせください
行事名・場所 日時 内容等

まま広場①
さつまいも苗植え＆い
もほり体験
　八木のヤギ牧場

11日（木）
10:00～

先着　10組
費用　1,000円
申込締切　８日（月）

まま広場②
ミニトマト植え教室
　ゆめるんセンター

17日（水）
10:00～

先着　10組
費用　500円
申込締切　10日（水）

５月のおたんじょうかい
　ゆめるんセンター

29日（月）
10:30～ 持参　ウエットティッシュ

※はじめて利用する人は登録が必要です。ゆめるんセン　
ター・出前ひろばにお気軽にお越しください。登録時に
ゆめるんノート・名札をお渡しします（登録は無料）
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　市では、防災力向上のため民間事業所や関係団体との災害時
応援協定の締結を進めています。
　市とライオンズクラブは3月27日、災害時におけるボラン
ティア支援に関する協定を締結しました。西淡および三原ライオ
ンズクラブの会員を中心としたボランティア支援により迅速で円
滑な災害対応が可能となります。
　また同日、三原ライオンズクラブから災害時に活用するブルー
シート300枚の寄付がありました。シートは同クラブ会員の倉
庫に保管し、会員が市内の被災場所や避難場所へ運搬します。
　続いて3月30日には、愛媛県宇和島市、長崎県島原市、南
あわじ市の3市が所有する自走式水洗トイレカーによる災害時
相互派遣に関する協定の締結式をオンラインで開催。各自治体
の地域において地震や風水害などが発生した場合に、所有する

トイレカーを相互派遣し、被災者
の心身の健康を支えます。

　兵庫・徳島両県が、淡路島と徳島県を結ぶ大鳴門橋に
自転車道を整備する事業に取り組みます。令和 5年度に
着手し、令和9年度の完成をめざします。
　自転車道は、新幹線を通せるようにと設けられていた、
橋の桁下空間を活用します。延長は約1.8キロで、幅2.5メートル
の自転車道と幅1.5 メートルの歩道を整備する計画。大規模災
害時には緊急避難路としての利用も想定されています。
　3月 9日には南あわじ市内で共同会見があり、齋藤元
彦知事、飯

いいずみ
泉嘉門徳島県知事、守本市長、泉理

みちひこ
彦鳴門市

長が出席。自転車道の早期完成に向けて取り組むことや、
サイクリストの受入環境の充実、サイクルツーリズムによ
る地域間の交流促進・観光振興を図ることを含む共同声明
を発表しました。
　守本市長は「自転車道は島民の悲願。地域活性化の起
爆剤になると信じている」と期待を込めました。

防災力向上のために

令和 9 年度完成をめざす

災害時応援協定を締結

「大鳴門橋自転車道」の実現へ

01 ボランティア支援協定締結式。02 三原
ライオンズクラブから寄付があったブルー
シートの搬出デモンストレーション。03 オン
ラインでのトイレカー相互派遣協定締結式

0101

0101

03030202

0202

守本市長に答申書を手渡す横山由紀子委員長

　市では「すべての人が、もっともっと活躍するまちへ」
を基本理念に掲げ、第３次男女共同参画計画を策定しま
した。当計画の期間は令和9年度までの5年間。職場
や地域、家庭などあらゆる場面において互いを認め合
える男女共同参画社会の形成に向けて取り組んでいきま
す。
　計画の策定においては、市民10人で構成する同計画
策定委員会に諮問。３月17日には計画最終案の答申が
あり、同委員会の横山由紀子委員長から守本市長に答申
書が手渡されました。

すべての人が活躍するまちへ
第３次男女共同参画計画策定

淡路瓦のオカリナを演奏する友地さんとアンサンブルチームのメンバー

　江戸時代から400年の歴史を持ち、いぶし銀が
美しい淡路瓦。幻想的な音色の気鳴楽器、オカリナ。
この二つが融合し、新たな魅力が誕生しています。
　南あわじ市出身のオカリナ作家である友

ともちひろし
地裕さん

は、淡路瓦の粘土でオカリナを製作。淡路瓦のオカ
リナは独特の存在感のある響きを奏でるといいます。
　また、市内の小学生で結成するオカリナアンサンブ
ルチーム「プルチーナクロワッサンス」は、同楽器の
普及と魅力の発信に努めています。チームの呉坪果
歩さん（榎列小６年）は、「淡路瓦のオカリナの魅力は、
渋めの音が出るところ」と話していました。

淡路瓦のオカリナ
400 年の歴史が奏でる音色

3 月 17 日、南あわじ市で行われた「うずの幸グルメ」お披露目会

　南あわじ市と鳴門市では「鳴門海峡の渦潮」を中心
とした観光エリアを盛り上げようと、海の幸や両市の特
産品を生かしたご当地料理「うずの幸グルメ」のPR
に取り組んでいます。
　うずの幸グルメは、鳴門海峡近海の魚介類3種類以
上と両市の特産品を使用。1年中いつでも旬の魚介を
楽しめるメニューとして、両市の飲食店や宿泊施設など
36店舗で計 51メニューが提供されていま
す。提供店舗などは特設サイト「うずしおぐ
るぐる」からご覧いただけます。

南あわじ×鳴門　新ご当地グルメ第 2 弾

「うずの幸グルメ」36店舗で提供

01 共同声明を出した泉鳴門市長、飯泉徳島県知事、齋藤知事、守本市長
（左から）。02 自転車道の整備後のイメージ（兵庫県提供）
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※本紙は 4月 20 日時点での情報を掲載しています。紙面に掲載した内容が変更となっている可能性がありますの
で、ご了承ください

部 署 名 業 務 内 容 場 所 電 話 番 号
議会事務局 議会事務 本館４階 43-5005
総務課
秘書室
人材・組織開発室

行政組織、文書法制、人事給与、統計調査、秘書、職員研修 本館３階 43-5001

財務課 入札、契約、庁舎管理、財産区、予算、決算、基金運用 本館３階 43-5210
広報情報課 情報化推進、電算管理 本館４階 43-5206
南あわじプロモーション室 広報、さんさんネットコミュニティチャンネルの番組制作 第３別館 43-5201
ふるさと創生課
つながり開発室 総合計画、地方創生、定住促進、国際交流、企業誘致、ふるさと納税、関係人口 本館３階 43-5205

うずしお世界遺産推進課 うずしお世界遺産登録推進 本館３階 43-5207
市民協働課
生涯活躍推進室 市民協働のまちづくり、自治会、交通政策、法律相談、高齢者等の活躍推進 本館３階 43-5244

危機管理課 災害対策、国民保護、消防団、交通安全、防犯 本館３階 43-5203
総合窓口センター 諸証明発行、住民票、戸籍、年金、マイナンバーカード 本館１階 43-5212
税務課
収納対策室 市・県民税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税、納税証明 本館１階 43-5213
環境課
脱炭素・ごみ減量化推進室
施設整備室

脱炭素・ごみ減量化、公害、飼犬の登録、緑化推進、緑霊苑 本館２階 43-5214

福祉課 地域福祉、障がい福祉、生活保護、民生児童委員 本館１階 43-5216
長寿・保険課 介護保険、医療保険（国民健康保険・後期高齢者医療・福祉医療） 本館１階 43-5217
地域包括支援室 高齢者の総合相談、介護予防、相談支援体制の整備 本館１階 43-5237
健康課 母子保健、健康診査、健康相談、診療所、休日応急診療所 本館１階 43-5218
子育てゆめるん課 児童福祉、児童手当、保育所、幼稚園、認定こども園 本館１階 43-5219
商工観光課
万博・観光戦略室 商工業振興、地場産業振興、起業家支援、観光振興、万博活用推進 本館２階 43-5221
農林振興課
資源循環推進室
鳥獣対策室

農林畜産業振興、鳥獣対策 本館２階 43-5223

水産振興課 水産振興、漁港整備 本館２階 43-5243
食の拠点推進課 食の拠点事業の企画調整 本館２階 43-5224
農地整備課 農業施設の維持管理、ほ場整備、地籍調査 本館２階 43-5225
建設課 道路・河川の維持管理 本館２階 43-5226
都市政策室 都市計画、市営住宅の維持管理 本館2階 43-5227
建築技術室 特定の建築物の設計・営繕 本館２階 43-5252
下水道課 下水道施設の整備・維持管理、下水道事業の経営 第１別館１階 43-5228
会計課 現金収納、出納、請負工事・委託業務・物品購入の検査 本館１階 43-5229
教育総務課 教育委員会、小中学校組合、学校施設の維持管理 第１別館２階 43-5230
学校教育課 就学、教職員の人事管理、教育方針策定 第１別館２階 43-5231
社会教育課 人権教育、社会教育、芸術・文化、伝統芸能、文化財、歴史文化遺産 第２別館２階 43-5232
体育青少年課 学童保育、アフタースクール、スポーツ施設、スポーツ団体、学校開放 第２別館２階 43-5234
青少年育成センター 相談業務、青少年補導委員会、青少年問題協議会 第２別館２階 43-5238
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
固定資産評価審査委員会

選挙事務、監査事務、固定資産評価に対する不服審査事務 本館３階 43-5004（選挙） 
43-5235（監査）

農業委員会事務局 農地転用、農地利用推進 本館２階 43-5236
消費生活センター 消費者トラブルの相談 本館２階 43-5099
淡路広域水道企業団 上水道の料金、開閉栓、施設の維持管理 第１別館１階 43-3038

南あわじ市役所
業務案内

（令和５年５月１日現在）
総合窓口センター混雑状況は
こちらからご確認いただけます

フロアー図はこちらから
ご確認ください
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